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較では、転倒群は OLS、Timed Up and Go Test(TUG)、及びMSLで非転倒群と比較して有意に高
く、自己の能力を過大評価 していた。ロジスティンク分析の結果、TUGのEE値(オンズ比:1.26)
とMSLのEE値(オッズ比 :と。081)が転倒予測因子として抽出された。ROC曲線下面積は、TUG
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上記の者に女ヽすし, により,学位論文を中心とした関連分野について試問
筆 答
を行つた結果 ⑤ と判定した。
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